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第１４回 新みやしろ郷土かるた制作委員会 議事録 
日 時 平成２９年２月２１日（火）１８時～１９時１５分 

会 場 宮代町役場 ２０４会議室 

出 席 
委 員：田中委員長、関根副委員長、岡本、鈴木、青木、栗本、松本、浅倉、石川 

事務局：田中主査、小林主査  （敬称略・順不同） 

欠 席 青栁 

傍 聴 なし 

 

１ 次第 

（１）開会 

（２）挨拶 

（３）審議 

① 完成記念式典について 

② その他 

（４）閉会 

 

 

２ 議事 

（３）審議  

① 完成記念式典について 

 決定事項  

■完成記念式典の内容、役割分担を決定 

 

 主な意見・質疑応答等  

事務局 ※完成記念式典の原案について説明 

委員長 式典の内容について、１時間３０分という時間設定の範囲ではあるが、皆さんのご意見を伺

いたい。 

委 員 あまり長時間やっても、参加者が耐えられないと思うので、この程度で問題ないと思う。強

いて言うなら、会場内に気の利いたＢＧＭなどを流せれば、なお良いのではないか。 

副委員長 子ども会のジュニアリーダーに、実際に札を読みあげてもらうのであれば、デモンストレー

ション的にでも、試合形式で紹介してみても面白いと思う。 

委 員 式典の開催について、町民への告知はどのように進める予定か。 

事務局 広報３月号への掲載は予定していない。ホームページでの告知は実施する予定。あとは、新

聞社への情報提供は考えている。宮代町インターネット放送局の取材も行われる予定。 

委員長 先ほど提案いただいた、試合形式での札の読み上げ、演出方法について、他の皆さんのご意

見はいかがだろうか。 

委 員 会場レイアウトはどのようになるだろうか。進修館大ホールの中央に、試合コートを設置し、

それを囲むように式典参加者に座ってもらう形になるだろうか。 

事務局 もし、試合形式の演出を行うとしても、本物の試合をするわけではないと思うので、準備等

はそれほど大変な作業ということにはならないと思う。 

委 員 保護者の参加まで考えると、それなりの来場者数になるので、会場のレイアウトはしっかり

考えておく必要がある。 
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副委員長 式典の流れとして、まず最初に札の紹介と表彰を済ませてから、試合形式のデモをする、と

いう形でも良いと思う。紹介と試合で合計２回読み上げることになるので、時間の長さが気

になるが、最初の札の紹介では、試合のように２回読まず、１回だけにすれば所要時間は半

分程度、おおむね１０分くらいで済むだろう。その程度であれば、何とかなるのでは。 

委 員 模擬試合の場所は、できるだけ来場者全員が見やすい形となるよう、会場をレイアウトした

方が良い。なおかつ、人の移動があまりない形が望ましい。 

事務局 記念写真のタイミングは、途中退席のニーズにも対応できる形とするため、表彰式を第一部

として、第一部終了時に撮影を行い、その後、第二部としてデモンストレーション試合、と

いう流れが良いと思うが、いかがだろうか。 

委員長 それでは、式典の流れと方法について、その他の意見がなければ、第一部に表彰後を行い、

第二部として、デモンストレーションを行う形で決定したい。続いて、記念式典の皆さんの

出欠を確認したい。（※８名の委員の出席を確認） 

事務局 それでは、当日の役割分担についても、検討をお願いしたい。無理のない範囲で、受付や司

会、受賞者の誘導などをお願いできれば、と考えている。まず、司会者について、いかがだ

ろうか。 

 ※司会者、受付対応、来場者誘導など当日の役割分担について確認した 

委員長 事前準備のほか、リハーサルも必要かと思うが、これについてはどうだろうか。 

事務局 一つの案として、次回会議の予定を３月１４日（火）から３月１７日（金）に変更し、そこ

で準備とリハーサルを合わせて行う、という方法も考えられるが、いかがだろうか。 

委員長 特に異論がないので、次回会議の日程を変更し、会議と式典準備の回としたい。会場は、進

修館大ホールとなるので、ご注意いただきたい。 

事務局 式典中に、制作委員の皆さんからも、受賞者や来場者に対するメッセージを、一言ずついた

だく時間をとりたいと考えているが、いかがだろうか。これについては、会議の場でもなか

なか発言することがないと思うので、事務局としてもぜひお願いしたいと考えている。 

委員長 一年間、かかわっていただいた思いを、それぞれ一言ずつご披露いただければと思う。実施

することで決定したい。 

② その他 

 決定事項  

■かるた副読本（ガイドブック）の最終原稿を確認 

■参加賞（クリアフォルダ、ボールペン）の制作状況を確認 

 

 主な意見・質疑応答等  

事務局 ※原画展の実施方法、ガイドブック、記念品の制作状況について説明 

委員長 ガイドブックは、かるた本体に付属するもの、ということで良いか。 

事務局 その通り。なお、ガイドブック単体での販売は行わない。 

委 員 かるたの販売はどのような方法を予定しているか。 

事務局 価格は、６５０円を案として進める予定。学校での販売については、これから学校と協議し

て決定したい。割引販売の可否についても、検討する。 


